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平成 29 年 12 月 24 日（日）９時～１２時半 、大分県聴覚障害者センターにて「第 2

回要約筆記者登録研修会」が開催されました。今年度から始まった専門性の高い意思疎通支

援事業についてや、公的機関での合理的配慮の認識不足の話もあり、実技だけでなく制度の

担い手として意識を高める研修となりました。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊聴覚障がい者に話し言葉を文字で伝えるサークル＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

要約筆記講座を修了しましたが、まだ本当に何も分からず、霧の

中にいるようです。登録研修会に参加して、要約筆記は、書くこと

も大切だが、聞く耳がとても大切と言われました。改めて、少しず

つ聞き慣れるよう努力しなければと、思っているところです。      

（弘蔵 祐子） 

初めて参加しまして、なんだかスピードが速くて、振り返ってみると、濃い 

中身だったのでしょうけど、なにもつかめなかったような気がします。次回、

参加する機会があれば、事前学習をして、スピードについていけたらと思いま

す。質問時間もあまりとれていなかったので、あまりよく呑み込めませんでし

た。ただ、会場への機材等の持ち込みが一人だけになりがちだったのが、みん

なで協力するということになったのがよかったと思います。                   

（河内山 敬次） 

 登録研初参加！   

（手書き） 

 登録研初参加！   

（PC） 



- 2 - 

 

 由布高等学校 ｄｅ 要約筆記ミニ講演 

 

要約筆記や聴覚障害者

の置かれている状況に

初めて目を向けて、自分

はどうすべきか、どうし

たいか、皆さん真剣に考

えてくれました。 

保護者 

・聴覚障害者の方がいた時は、文字でコミュニケーションを取れるようにチャレンジしたい。 

・障害の有無に関係なく、共に暮らしやすい地域になればいいなと思います。 

・要約筆記がどういうものか初めて知りました。もっと多くの方に知ってほしいです。 

・日頃から、意識して書くことに慣れておくことも大切だと感じました。 

 

生徒たち 

・耳の不自由な人に出会ったら、その人のことをしっかり考えて適切な対応ができるようにな

りたいです。 

・耳が聞こえない友達がいるので、コミュニケーションの取り方を考えてみようと思った。 

・聴覚障害者にただ大きな声を発するだけでなく、筆談や口の開け方に気を付けることで伝わ

ることが分かった。 

・聴覚障害者といっても、色々な聞こえ方、色々なサポート方法もあるんだと分かった。 

・聞こえない人と交流がなく関心も無かったけど、関心が持てるようになりました。 

・要約筆記のことを知ることができて良かったです。 

・聞こえない人に手話ができない人がいることなど、要約筆記を体験できて知ることができて

良かったです。 

 平成 29 年12 月15 日、大分県立由布高等学

校において、体験学習としての「要約筆記ミニ講

演会」を、３年総合進学コースの生徒 27 人、お

よび保護者 5 人を対象に行いました。 

講師は池邉惠子さん。陽ざしの会からは他に４

人が参加しました。 

 このミニ講演会は、昨年に引き続き 2 回目。 

前回の評判がよく、今年も講演会をさせていただ

くことになりました。 

 おそらく初めてであろう「聴覚障がい」に向き

合った生徒たち、その表情は真剣、かつ驚きの連

続でした。 

 この講演会をきっかけにして、聴覚障がいへの

理解が深まればと願います。 

ミニ講座後、参加された皆さんからの 

アンケートをいくつかご紹介。 

 

（久松 久仁子） 
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聴覚障がい者と一緒に考える「防災」。今回は地球温暖化、大気汚染物質がなぜ環境に影

響を及ぼすか。台風被害（大雨・高潮・暴風）のメカニズム、避難基準、防災グッズなどの

お話があった。 

近所の子供たちにも知らせたい話は、 

・家庭で最もエネルギーを要するのは冷蔵庫。小さいほうが電気代もかかる。 

・冬には胡瓜は食べないで。夏の 5 倍、体を冷やす。食べるなら温めてから。 

・ＰＭ2．5 は小さな細菌、ウイルスがくっついて血管から入る。冬から春には要注意。 

・シャワー1 分間で流れる水の量は牛乳パック 12 本分。 

昨年末、中央構造断層帯が四国から大分県内にも延びることを国は初めて認めた。今後変

更になる箇所もあるだろうが、現在のハザードマップでは、わが家は 

別府湾を想定震源とする地震の予想津波到達 10ｍライン内に入っている。 

他人ごとではない。 

 災害からわが身を守るためにできることはなんだろう。環境の変化に 

敏感になり、このような学びを重ねることだと実感した。（池邉恵子） 

 

  平成 29 年 11 月 26 日大分県聴覚障害者センターにて、全要研大分県支部  

研修会を開催しました。大分県環境教育アドバイザーの綿末しのぶ先生を講師と

してお招きし、「防災と環境について」をテーマにお話しいただきました。 

空
前
絶
後
の
夫
婦
円
満
秘
訣 

 

ぶ
ん
ご
梅 

山 

口 

智 

子 

「
え
？
こ
れ
以
上
趣
味
増
や
す
の
？
」
と
半
ば
あ
き

れ
た
口
調
の
、
う
ち
の
旦
那
さ
ん
。
「
大
正
琴
を
始
め

る
か
ら
。」
と
伝
え
た
直
後
の
事
で
し
た
。 

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
私
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
は
予
定
が

ぎ
っ
し
り
。
で
は
、
ど
ん
な
様
子
か
、
あ
る
一
週
間
を

ご
紹
介
。 

日
曜 

夜
勤
明
け
、
大
分
で
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会 

月
曜 

休
み
、
夜
会
議
で
職
場
へ 

火
曜 

仕
事
の
後
、
そ
の
ま
ま
清
川
で
ズ
ン
バ 

水
曜 

休
み
、
午
前
は
ジ
ム
、
午
後
は
手
話 

木
曜 

夜
勤 

金
曜 

夜
勤
明
け
、
夜
竹
田
で
ズ
ン
バ 

土
曜 

朝
宮
崎
へ
車
移
動
、
午
後
は
勉
強
会 

 

夜
は
実
家
（
宮
崎
）
の
母
の
誕
生
会 

あ
れ
？
家
で
旦
那
さ
ん
と
ゆ
っ
く
り
夕
食
食
べ
た

の
、
日
曜
と
水
曜
の
二
日
し
か
な
い
・
・
・
。 

一
年
前
の
今
頃
、
運
動
不
足
解
消
に
と
ジ
ム
通
い
と 

ズ
ン
バ
（
ラ
テ
ン
系
の
踊
り
）
を
始
め
て
か
ら
生
活
が

一
変
し
た
の
で
す
。
こ
れ
に
大
正
琴
を
加
え
よ
う
っ
て

も
ん
だ
か
ら
、
あ
き
れ
る
の
も
仕
方
な
い
。 

 

で
も
、
私
が
楽
し
そ
う
に
し
て
れ
ば
、
そ
れ
で
い
い
、

と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
、
自
由
に
さ
せ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
あ
り
が
た
や
、
あ
り
が
た
や
。 

女
房
元
気
で
留
守
が
い
い
！
（
笑
） 

 
 

  

※
ぶ
ん
ご
梅
は
創
刊
か
ら
続
い
て
い
る
会
員
の
エ
ッ
セ
ー
で
す
。 
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陽ざしの会プレゼンツ 

秋の うみたまご交流会 
 
 

. 
 

 
恒例の陽ざしの会主催の交流会イベントが、11 月 18 日に「うみたまご」で開催され 

ました。参加したのは難聴者協会1名、夢サラダ4名、その他1名に陽ざしの会の会員を 

含めた合計13名。楽しい時間を持つことができました。 

今回初の試みとして、字幕リサーチャー（視覚情報《ビデオ、ＤＶＤなど》に字幕があ 

るか、聞こえの不自由な方への配慮があるかどうかについて調査すること）を行いました。 

「ショーでの音声が文字化されるといいね。」というような声があり、対応策等につい 

ては、今後の検討課題となりましたが、今回の交流会は、聴覚障害者の視点に立って施設 

を見学し、必要な物は何かを考えるよい機会となりました。 
 
 
 
 

11 月 の 海 沿 い は 寒 か っ た の で す が 、 イ ル カ の シ ョ ー 

に大興奮！セイウチのショーには癒やされました。  

大きな水槽の中の沢山の魚を見ながら、聞こえの不  

自由な方が利用しやすいかどうか、ということにも注  

意して歩きました。  

 
 

私達では気づきにくいことも、難聴の方々  

と一緒だと、なるほどなるほどと思うところ  

が多く、もっとバリアフリーやユニバーサル  

デ ザ イ ン が 浸 透 す る と い い な 、と 思 い ま し た 。 

そ し て 、 今 回 は iPad を 使 っ て の 情 報 保 障 を 

体験。 

アプリの音声の認識はまだまだ完ぺきでは  

ありませんが、内容は理解できるくらいに進  

化していました。  

私 は 、 普 段 PC 派 遣 が メ イ ン な の で 、 ノ ー ト 

テイクの機会がなかなかありません。  

利用者さんの顔を見ながらの情報保障も、  

反応を直接感じることができる貴重な時間で  

した。 

今回は企画部の一員として参加をしました  

が、次も沢山の方が参加できるイベントにな  
 
りますように♪ （梅﨑 照美） 
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陽ざしの会プレゼンツ 
 

秋の うみたまご交流会 に参加して 

 
夢サラダ 藤谷 千賀子 

 
現地集合の内容を見たところ、ワンコインデビュー 

になりそうなので、企画部長さんに集合に間に合うよ 

うに大分駅からの乗り場や時刻を調べていただきまし 

た。ところが、私のところからバスを乗り継ぐと７時 

には家を出ないと間に合わないことがわかりました。 

困っていることを友人に話したところ、「車で連れて 

行くよ」との話になり、陽ざしの会に許可をもらい 

一転、デビューおあずけで友人と参加することに。 

前回の鉄輪での交流会も参加した友人だったため、 

当時の会長さんは覚えていてくれました。 

時間になり、「うみたまご」入口で小寺会長さんの 

スマホ・iPad を使った挨拶、離れていても同じ画面を 

同時に見ることが出来る技術をいち早く取り入れて、 

私達難聴者に寄り添ってくれることに頭が下りました。 

それからグループに分かれて館内を見て廻りました。 

食い意地の張った私には、観賞用の魚達さえも、食材 

の山に見えてきます。「これはサシミかな、塩焼き、唐 

揚げもいいな。」 

昼食時間になり、人ごみの中ではなく、観光客の誰 

も居ない静かな部屋を用意してくれていました。補聴 

器を使用しての人ごみは疲れるし、ゆっくりしてもら 

いたいための配慮でしょう。ゆっくりした時間でした。 

アンケートに「館内でのどんな場面での状況が分か 

らなかった？」等あり、これからの活動の参考にする 

のだろうと思われる内容でした。これも難聴者に少し 

でも寄り添いたいという前向きな陽ざしの会会員さん 

達の日頃の活動に頭が下るばかりです。 

プレゼントは少し早いクリスマスプレゼントとして 

嬉しく戴きました。 

寒い日でしたが、心あたたまる思いを胸に帰途につ 

きました。これからも楽しい交流会を待っています。 

よろしくお願いします。 
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要約筆記の勉強部屋 Part16 

～筆子の覚書～ 

 2017 年度の全国統一要約筆記者認定試験が、2018 年 2 月18 日に行われ、手書き４名、 

パソコン３名の合計７名の方が受験されました。事前学習会も 11 月 25 日から 2 月 17 日まで

計１1 回実施され、皆さん熱心に取り組まれました。昨年度の合格者は、パソコンの柳井紀子さん

1 名だけでしたが、受験者の皆さんの努力が報われるよう、今年はたくさんの方が合格されること

をお祈りしています。 

 さて、今年からパソコンで使用しているソフト「IPtalk」が試験用にカスタマイズされました。 

普段派遣で使用しているものと、基本的には同じなのですが、機能が制限されており、より試験に

特化された設定になっています。講座を受講中の方は、IPtalk 自体初めてで慣れないのに、試験用

では「うまく使えない、勝手が悪い。」とかなり戸惑っていました。 

    この IPtalk、1999 年から要約筆記用に無料配布されているソフトウェアです。 

LAN で繋いで複数の人が同時に入力することが出来、自分以外の人の入力してい

る内容が確認できます。派遣現場では「2 人入力」といい、2 人の筆記者が同時に

入力して文を完成させていくのです。 

                  

これは、実際の IPtalk 画面です。一番下に 

入力部があり、入力が終わり改行すると、 

上の画面に表示される仕組みです。 

 

 

                  ここに入力した要約文を表示。 

                   

 

                         ここで要約文を入力。 

 

 

 また、IPtalk は入力だけでなく利用者に見てもらうためのソフトでもあります。要約文が表示さ

れている上の部分のみを表示するパソコン（表示機）を別途準備し、利用者は表示機を介しての情

報保障となります。 

利用者が 1 名の場合は、目の前に表示機を置き、画面を見てもらいます。大会や講演会など大

勢の方が対象のときは、表示機からプロジェクタを使ってスクリーンに投影します。 

手書きの場合は書いているさまが画面に映し出されるので、利用者は 1 文字ずつ確認できます

が、パソコンは文節、または文ごとの表示なので、筆記者が入力に時間がかかると、画面に何も表

示されない、または一度に長文が表示されるなどの欠点もあります。ただ、文字の大きさにばらつ

きがなく読みやすい、長い用語も略さなくてよい、要約率が手書きより低くてもよい、などの利点

もあり、字の上手下手に関係なくできるので、手書きに自信が無い方にオススメです。 
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 2018 年 2 月１８日（日）寒さも和らぎ、ぽかぽかと過ごしやすい

陽気の中、2017年度全国統一要約筆記者認定試験が実施されました。 

 今年は、手書きが4名、PCが 3名の合計7名が受験しました。 

12月 10日に行われた事前学習会の後、毎週集まり、合格した先輩方

のサポートを受けながら勉強してきました。主に実技の練習をしていま

したが、筆記試験の質問もたくさん出て、とても充実した時間でした。 

試験問題は回収されるので、私の記憶を頼りに、覚えている範囲で少し

だけ紹介します。 

◆筆記試験内容 

 第 1問は例年、第1講の「オージオグラム」か「耳の構造」から出題されます。 

今年は耳の構造と働きについてでした。 

きっちり勉強しておかないと解けない問題だと痛感したのが、 

歴史上の出来事などの項目を年代順に並び替える問題が5問。 

一番古いのと一番新しいのはわかるのだけど、真ん中がどっちだろう？と悩み

ながら解答しました。 

 対応問題は2問。どちらも実際の現場で起こりそうな事例でした。 

1問目は、派遣現場で知り合いに会った時の対応を問う問題でした。実際に起こりうることで、

要約筆記を知らない知人に対して、失礼にならない対応をし、なおかつ守秘義務も守らなけれ

ばいけません。どう対応するのが正解なのか、難しいと思いました。 

2 問目は、派遣時の打合せ内容を理解しているかを問う問題だったようです。セリフのように

解答するというのが条件で、内容はすぐに浮かびましたが、「セリフのように」書く方法に迷い、

難しく感じました。 

◆実技試験内容  

 実技試験は、1問目が資料付き、2問目は資料なしでした。 

〈手書き〉のノートテイクは「障害者差別解消法」について、ロールはパンダのお話でした。 

〈PC〉の１問目は「ソーシャルワーク」について、２問目は、都市と漁村の交流についてのお

話だったと思います。 

実技試験は毎年、福祉にかかわる問題と、そうでない問題が出るようです。 

私は PCの受験でしたが、ゆっくりとした話し方で、聞き取りやすかった 

と思います。 

受験者が全員合格できますように。（南波 史恵） 
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① 宮成智子（みやなりともこ） 

② 明野地区 

③ これが一番困る(>_<) 無趣味 

以前からず～っと「要約」という事に興味があったのです

が、たまたま仕事と学習日の曜日が合わず、今回土曜日講

習だったので、思い切って受講してみました。 

一言：まったくついて行っていませんが、長く関わらせて

頂きたいと思っています。 

どうぞよろしくお願いします。 

 

 

① 弘蔵 裕子（ひろくら ゆうこ） 

② 大分市 中央地区 

③ 大正琴 

④ お友達に誘われて、勉強になると思い申し込みました。 

これからもよろしくお願いいたします。 

①名前（ふりがな）②お住まいの地域 ③趣味 ④要約筆記を始めたきっかけ 

昨年度登録要約筆記者認定試験に

柳井紀子さんが合格しました。 

掲載が遅れたことをお詫びします。 

会 長  小寺 淑子 

  久松久仁子 

  小野 和子 

会 計  河井 美惠 

   

 

   

P C   

  南波 史恵 

監 査  津田 文子 

監 査  山口 智子 

（敬称略） 

1 年間ありがとう 
定期総会の日時が決まりました！ 

4 月 21 日（土）13 時～ 

大分県総合社会福祉会館 視聴覚室 

みなさんぜひご参加を！！ 

第 50 回「耳の日記念」 

大分県ろうあ者福祉大会において、 

大分県聴覚障害者協会から当会に 

感謝状をいただきました。 

編
集
後
記 

 

ぽ
か
ぽ
か
の
陽
気
か

ら
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
る

今
日
こ
の
頃
。
桜
の
蕾
も

膨
ら
ん
で
き
て
お
り
、
今

か
ら
お
花
見
が
楽
し
み
で

す
ね
。 

 

と
こ
ろ
で
、
来
年
度
、
陽

ざ
し
の
会
は

30

周
年
を

迎
え
ま
す
。
さ
さ
や
か
な

が
ら
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
予

定
で
す
。
会
員
一
丸
と
な

っ
て
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！ 

 

今
号
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
南
波 

史
恵
） 


